


最後に計測震度より気象庁の震度階を得る。

3.対 象とする活断層

淀川流域の各府県における地震被害想定調査及

び文献 1)を参考に、活断層の活動度と確実度を考

慮し淀川流域内の水供給施設 ・水処理施設に及ば

す影響が大きいと考えられる11の活断層(花折断

層、黄粟断層、西山断層、有馬高槻断層、奈良盆

地東縁断層、上町断層、生駒断層、中央構造線、

六甲断層、比叡断層及び金岡」断層)を 抽出した。

4.水 道システムヘの影響に関する考察

2に示した方法により、各活断層の震度推定を

行つた。まず、各活断層の断層の長さとを文献 1)

より読み取った。推定結果は、淀川流域を 300×

400mの メッシュで分割した中心点の緯度経度の

位置情報としてGISを援用して表示した。上町断

層による震度推定の例を図1に示す。

阪神 ・淡路大震災の被害状況をみると震度7の

区域で被害が大きいため、都市水循環システムに

影響を及ぼす震度として震度7を想定する。本研

究では流域全体に対する水循環システムの診断の

ための計画方法論の構築を目指しているためこの

ような仮定を設けた。本稿では、これら断層によ

る地震の震度推定分布を水循環システムの一部を

構成する水道システムと重ね合わせることにより、

影響の大きさについて考察を行う。

分析の結果t llの活断層の内6つの活断層 (花

折断層・西山断層・生駒断層 ・有馬高槻断層・上

町断層・六甲断層)に よる地震が潤 |1流域内の水

道システムに影響を及ぼすことが分かった。震度

7の区域の合併集合図と水道施設 (浄水場と幹線

管路網)を 重ねた結果を図2に示す。想定してい

る6つの活断層を重ねているので、広範な区域で

震度7が想定され、水道施設の多くが震度7の区

域に立地している。京都市の全浄水場と幹線管路

の全て、大阪市・大阪府・阪神水道企業国の主要

浄水場も何れかの活断層による区域に含まれてい

る。幹線管路網も随所で分断される結果となる。

さらに、図2に示した震度7区域は最大3つ の活

断層による区域が重なつている。そして、この

重複区域にも水道施設が存在している。例えば、

大阪市豊野浄水場導水管は、有馬高槻断層、生

駒断層、西山断層の3つ の区域に、また、大阪

図2 6つ の活断層による震度 7区域(合併集合)

と水道ネウトウエタ■|

府営水道の村野浄水場は、有馬高槻断層t生駒断

層による震度7区域に立地している。 ‐

流域内の水道事業体の多くは、活断層による地

震を震災ハザードとして認識することが重要であ

ることが明らかとなった。   |‐ ‐

5, おわり1こ

活断層に対して広域をカバーした震度推定が可

能となった。上記の震災ハザニドは、下水道や河

川t水 環境汚染の原因となる都市活動施設 (工場

等)に も影響を及ぼす.こ れらについても考察が

必要であると参考文献 1)活断層研究会編 :新編日
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